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商工会情報誌

商工会は法律に基づいて設置されており、

経営についての相談は全て無料です。

於広島安佐商工会館H.20.1.12.(土)新年五札会

年
3貢
の

広 ザ
島」

をあ
上商

西去=セ、.
不会つ
一 長
一
夫

ノ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
広
島
安
佐
商
工
会
は
昨
年
の
四
月

に
合
併

・
設
立
致
し
ま
し
て
、
今
年
は
二
年

目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
日
本
経
済
は
、
原
油

一
バ
レ
ル

一

0
0ド
ル
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
で

ス
タ
ー
ト
し
、

景
気
は
一

層
不
透
明
さ
を
増
し
、
行
政
に
お

い
て
も
、
都
市
と
地
方
の
格
差
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
中
、
地
方
に
軸
足
を
お
い
た
政
治

が
行
わ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
、
地
域
の
再
生
は
、
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
下
広
島
安
佐
商
工
会
は、

強
い
組
織
に
変
革
し
、
財
政
基
盤
を
強
固
な

も
の
に
し
て

い
こ
う
と

「
自
立
」

「
競
争
」

「
特
色
し
の
三
原
則
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
初
年
度
は

「自
立
」
と
い
う
旗
印
の
も

と
、
組
織
の
強
化
、
収
益
改
善
の
た
め
、
新

規
会
員
獲
得
運
動
を
強
力
に
実
施
致
し
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
て
、
現
在
約
一

O
O先
の
新
規
会
員

獲
得
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す。
今
年
度
二
期
目
は

「
特
色
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
取
組
ん
で
い
く
方
針
で
お
り
ま
す
。

広
島
安
佐
商
工
会
の
財
政
基
盤
を
強
固
な

も
の
に
し
、
魅
力
あ
る
商
工
会
へ
変
革
し、

存
在
感
を
高
め
た
い
。
皆
様
と

一
緒
に
知
恵

を
出
し
合
い
、
考
え
、

実
行
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い

一

年
に
な
り
ま
す
こ
と
と
、
ご
家
族
や
社
員
の

皆
様
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

て
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

一
会
員
獲
得
土、

ャ
ン
ぺ

l
ン

獲
得
目
標

一
一
O
先

に
対
し
現
在
九
八

先
入
会
し
て
頂
き
ま
し
た。

3
月
ま
で
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン
を
継
続
し
ま
す
の

で
ご
紹
介
下
さ

い
。
早
速
に
説
明
に
お
伺
い
し
ま
す
。

新
規
加
入
会
員
紹
介

(叩
j
ロ
月
)

次
の
方
が
新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す

①
事
業
所
名

④
住
所

③
業
種

②
事
業
主
名

※
①
デ
ザ
イ
ン
工
房

T
A
M
U
R
A

②
田

村

暢

之

③

デ
ザ
イ

ン
制
作

④
安
佐
北
区
亀
山
南

2
m
m

※
①
タ
イ
ト
ウ
工
業
側

②
稲
田
俊
彦

③
諸
機
械
設
計
制
作

④
安
佐
北
区
可
部

8
1
日

9

※
①
サ

ン
セ
l
ル
藤
原

②
藤
原
武

③
電
気
工
事
業

④
安
佐
北
区
可
部
東

3
m
幻

6

※
①
(
学
)
藤
本
学
園
②
幼
稚
園

③
藤
川
尚
子

④
安
佐
北
区
亀
山

2

紅

白

※
①
天
光
堂

②
山
下
三
重

③
印
、
健
康
食
品
小
売

④
安
佐
北
区
亀
山
南

2

白

日

※
①
側
シ
ト
ロ

ン

②

旨

行

修

二

③
洋
菓
子
製
造
小
売

④
安
佐
北
区
可
部

4
1
4

3

※
①
イ
シ
ザ
キ

②
石
崎
良
二

③
保
護
具
販
売

④
安
佐
北
区
可
部

2
l
u
-
-

※
①
オ

ー
ト
ボ
デ
ィ

ン
ヨ
ッ
プ
松
永

②
松
永
裕

之

③

車
板
金
塗
装

④
安
佐
北
区
大
林

1
1日
l
m
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ま
ず
は
、
J
F
E
ス
チ
ー
ル
側

P
R
室
で

会
社
の
概
要
、
製
鉄
の
歴
史
等
の
ビ
デ
オ
と

工
業
部
会
視
察
碍
修
事
業
報
告

第 3号

J
F
E
ス
チ
ー
ル
側

福
山
製
鉄
所
見
学
と

新
の
浦
街
並
散
策
を
実
施

工
業
部
会
で
は
、
本
年
度
の
視
察
事
業
と

し
て
、
国
内
外
の
需
要
増
大
で
活
況
を
呈
し

て
お
り
ま
す
福
山
地
区
に
あ
る
J
F
E
ス
チ
ー

ル
附
福
山
製
鉄
所
を
見
学
致
し
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
十

一
月
二
十
日
(
火
)
、
七
十

一
名
が
参
加
。

平成20年 1月31日

説
明
を
受
け
る
。
鉄
鋼
ほ
ど
人
に
役
立
つ
素

材
は
な
い
。
鋼
材
キ
口
当
り
七
十
五
円
と
鉄
の

値
段
は
安
い
。

三
十
年
間
、
生
産
が
変
わ
ら
な
い
状
況
が

続
い
て
成
熟
産
業
と
い
わ
れ
て
た
業
界
が
、

近
年
、

中
国
で
の
粗
鋼
が
倍
々
で
増
え
て
お

り
成
長
産
業
に
な
っ
て
い
る
。

説
明
後
は
、
工
場
敷
地
内
の
原
料
ヤ
ー
ド、

高
炉
工
場
等
を
パ
ス
で
説
明
を
聞
き
な
が
ら

廻
り
い
よ
い
よ
工
場
へ
。
溶
鋼
を
鋼
飯
に
加

工
す
る
「
熱
延
工
場
」
を
見
学
。

赤
く
溶
け
た
鋼
を
連
続
的
に
圧
延
し
は

i

担
問
厚
の
熱
延
鋼
飯
を
つ
く
り
、
連
続
焼
鈍

炉
で
連
続
的
に
加
熱
、
冷
却
し
、
強
靭
な
鋼

飯
を
つ
く
り
最
後
に
鋼
飯
を
ロ

ー
ル
状
に
巻

き
上
げ
出
荷
。
ー
、
0
0
0
メ

ー
ト

ル
の
ラ

イ
ン
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
導
入
に
よ
り
僅
か

十
二
名
で
動
か
し
て
い
る
。
高
度
な
技
術
と

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
製
鉄
ラ
イ
ン
に
、
た
だ
た

こ
E

、臼。

ナ
h
F
但
ι
F

徹
底
し
た
合
理
化
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導

入
、
自
動
化
、
外
部
委
託
化
な
ど
。
そ
し
て
、

鉄
の
再
利
用
、
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境

対
策
に
も
感
心
致
し
ま
し
た
。

工
場
見
学
後
は
、
歴
史
あ
る
輔
の
浦
の
街

並
を
散
策
し
て
周
り
有
意
義
な
研
修
を
終
え

ま

し

た

。

(

松

山
)

--， [商
水|業
木音R
1， I..o.. 

白げ 信
抽鳳る 沼2
選温口 l口

会泉|
実のド
施旅と
さ」

れ
る

年
末
招
待
セ
ー
ル

商
業
部
会
で
は
、
合
併
後
=
一地
域
合
同
の

年
末
招
待
セ

ー
ル
を
実
施
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
セ

l
ル
は
、
日
頃
ご
愛
顧
頂

い
て
い
る
消
費
者
の
方
へ
の
感
謝
と
し
て

一

日
の
ん
び
り
し
た
旅
を
し
て
頂
こ
う
と
い
う

趣
旨
で
当
選
者
の
方
を
無
料
で
ご
招
待
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
の
度
は

・
行
き
先

水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド、

白
鳳
温
泉
で
の
豪
華
食
事

八
四
名

(
抽
選
で
各
庖
よ
り
二

名
)

・

旅

行

日

二

月

十

七

日

(

白

)

-
セ

l
ル
期
間
十
二
月

一
日
i
三
十

一
日

・

抽

選

日

一

月

十

五

日

(

火

)

の
要
領
で
行
い
ま
し
た
。

去
る
一

月
十
五
日
の
抽
選
会
は
宮
原
商
業

部
会
長
を
は
じ
め
、
野
村
、
中
田
副
部
会
長

他
商
業
部
会
員
の
立
会
い
の
下
、
各
参
加
居

よ
り
申
し
込
券
が
引
か
れ
、
当
選
者
の
方
へ

は
、
早
速
当
選
通
知
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

当
選
者
の
方
に
は
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
当
日
は
ゆ
っ
く
り
山
陰
の
旅
と

食
事
を
満
喫
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

(
野
村
)

-
招
待
者
数

「
決
算
と
確
定
申
告
」

講
習
会
の
ご
案
内

確
定
申
告
の
時
期
と
な
り
皆
様
そ
の
準

備
に
と
り
か
か
っ
て
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、

昨
年
度
か
ら
広
島
北
税
務
署
で
の
個

別
相
談
が
で
き
な
く
な
り
、
相
談
会
場
は
基

町
ク
レ
ド
十

一
階
の
一
ヶ
所
だ
け
と
な
り
ま

し
た
。そ

こ
で
、
商
工
会
で
は
皆
様
の
相
談
の
場

と
し
て
決
算
す
る
上
で
の
注
意
事
項
、
そ
し

て
確
定
申
告
に
つ
い
て
税
理
士
の
先
生
に
よ

る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
を
通

じ
て
確
定
申
告
へ
の
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ

講
習
会
終
了
後
、
個
別
相
談
も
受
付
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

T F 佐 14二緑
E A 東時 月 井
L X支 1七六
r---. r---.所 16日 |8 8 171 ~十一
7 7 川(ー

木九7L)1  
9 0 二
3 8 八
5 4 
2 4 

-

場

所

・
申
込
先

安
佐
町
飯
室
三

O
五
九
1

一

一一
月
八
日
(
金
)

日
時
加
分

1
日
時
加
分

安
佐
支
所
会
館

F
A
X
(
8
3
5
)
2
1
3
3
 

T
E
L
(
8
3
5
)
0
0
4
8
 

可
部
三

二
六

二
二

一一
月
十
三
日
(
水
)

日
時
加
分

1
日
時
加
分

本
所
商
工
会
館

F
A
X
(
8
1
5
)
1
4
5
6
 

T
E
L
(
8
1
4
)
3
1
6
9
 

ど
の
会
場
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
ご
都

合
に
合
わ
せ
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

-

場

所

・
申
込
先

可i

占l票
所 J

H寺__/

-

場

所

・
申
込
先

小
規
模
企
業
共
済
の
お
す
す
め

個
人
事
業
主
、
会
社
等
の
役
員
の
方
、
い

わ
ば
経
営
者
の
退
職
金
制
度
で
す

安
心
・
確
実
な
共
済
制
度

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
で
き
ま
す

.
共
済
金
は
退
職
所
得
扱
い
ま
た
は

公
的
年
金
扱
い
で
す

ラ
イ
フ

0

フ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
受
け
取
り
方
法

・
一
時
金
(
退
職
所
得
扱
い
)
ま
た
は

分
割
受
取
り
(
公
的
年
金
扱
い
)
が

で
き
ま
す

貸
付
制
度
も
充
実

い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

eー

T
a
x
(イ
l
タ
ッ
ク
ス
一

イ
l
タ
ッ
ク
ス
使
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が
便
利

.
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト

を
利
用
し
て
申
告
、
申
請
、
届
出
が
で
き

ま
す
。

-
A
T
M
や
I
T
バ
ン
キ
ン
グ
で
納
税

-
特
別
控
除
5
0
0
0
円
の
税
額
控
除
が

適
用
さ
れ
ま
す

・
添
付
書
類
(
医
療
費
、
源
泉
徴
収
票
)
が

提
出
不
要
で
す

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

※
①
岡
松
野
製
作
所
②
記
井
幸
二

③
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
製
造

④
安
佐
北
区
大
林
2
1
u
l
臼

※
①
へ
ア
メ
イ
ク
キ
ュ

|
ト

②

三
谷
知
美

③
美
容
業

④
安
佐
北
区
=一
入
1
!

日

5

※
①
岡
健
康
宅
配
ネ
y

卜

②

吉

岡

勇

③
乳
類
食
品
卸
小
売

④
安
佐
北
区
=
一入

1

日

7

※
②
熊
谷
春
夫
③
電
気
工
事
業

④
安
佐
北
区
亀
山

1
l
m

l

9

※
①
お
好
み
焼
き
と
ら
ち
ゃ
ん

②

野

島

勝

美

③
お
好
み
焼
き

④

安

佐

北

区

可

部

4

日

l
白

5

※
②
玄
道
憲
夫
③
不
動
産
貸
付

④
安
佐
北
区
亀
山
3
ー
は
l
m

※
①
可
部
町
本
通
り
商
回
連
合
会

②
佐
伯
芳
夫
③
商
居
会

④
安
佐
北
区
可
部
3
ー
ロ
!
日

※
①
伺
菊
本
興
業
②
菊
本
克
己

③
土
木
建
築
解
体

④
安
佐
北
区
可
部
町
勝
木
1
2
2
4
1
5

※
①
倒
ケ
イ
エ
ス
ク
リ
ー
ナ
ー

②
高
本
到

③
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

④
安
佐
北
区
亀
山
7
1
2
l
m

※
①

(
協
)
可
部
商
業
ス

ペ
ー
ス
開
発

②
前
信
男
③
事
業
協
同
組
合

④
安
佐
北
区
可
部
3
1
8
|
犯

※
②
立
川
雅
治
③
特
殊
車
両
販
売

④
安
佐
北
区
可
部
町
桐
原
5
5
3
1
2

※
①
可
部
新
中
央
商
匝
街
振
興
組
合

②
奥
田
敬
三

③

商
庖
会

④
安
佐
北
区
可
部
3
1
凶
l
m

※
①
河
戸
筋
長
井
荒
下
商
庖
会

②
山
根
道
男

③
商
居
会

④
安
佐
北
区
亀
山
2

1
幻
l

口

※
①
聞
大
下
産
業
②
大
下
正
幸

③
土
木
工
事
業

④
安
佐
北
区
三
入

7

|
犯
l
u

※
①
オ
リ
ー
ブ

②

田

中

久

美

子

③
古
物
雑
貨
小
売
業

④
安
佐
南
区
川
内
2
1
凶
|
日
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商
工
会
で
は
本
年
四
月
開
設
を
目
指
し
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
情

報
、
そ
し
て
地
域
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、

利
用
し
て
頂
く
と
と
も
に
便
利
な
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

青
年
部
ゴ
ル
フ
大
会

第
一
目
安
佐
支
所
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
が

昨
年
十
一
月
十
五
日
、
北
広
島
町
の
千
代
田

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
三
十
五
名
の
な
か
、
激
戦
を
制
さ
れ
優

勝
さ
れ
た
の
は
、
州
側
鈴
張
建
設
の
薮
浩
二
さ

ん
で
し
た
。

ス
コ
ア
は
ア
ウ
ト
羽
、
イ
ン
羽
、
グ
ロ
ス

ωの
見
事
な
成
横
を
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
優
勝
で
き
た

要
因
は
、
薮
さ
ん
の
弁
に
よ
り
ま
す
と
「
メ

ン
バ

ー
に
恵
ま
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
で
プ
レ
ー
で
き
た
こ
と
が
勝
因

で
す
。
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
青
年
部
員
募
集
中
」

た
だ
今
、
広
島
安
佐
商
工
会
青
年
部
で
は

青
年
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
/

広
島
安
佐
商
工
会
の
会
員
ま
た
は
後
継
者

の
方
で
、
年
齢
は
凶
歳
以
上
羽
歳
未
満
の
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

会
費
は
商
工
会
費
と
は
別
に
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
部
員
同
士
の
輪
を
大
切
に
し
て
、

み
ん
な
で
楽
し
く
時
に
は
厳
し
く
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
親
睦
事
業
・
勉
強
会
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

第 3号(3) 

尚
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
会
員
名
簿
の

・
事
業
所
名

・
業
種

・
電
話
番
号

だ
け
を
公
開
す
る
予
定
で
す
。

ご
都
合
の
悪
い
方
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

ま
た
会
員
の
皆
様
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
と
リ

ン
ク
す
る
計
画
で
す
。
是
非

ア
ド
レ
ス
を

お
教
え
下
さ
い
。

〈
連
絡
先
〉

・
可
部
本
所

-
佐
東
支
所

T
E
L
(
8
1
4
)
3
1
6
9
 

F
A
X
(
8
1
5
)
1
4
5
6
 

T
E
L
(
8
7
7
)
9
3
5
2
 

F
A
X
(
8
7
7
)
0
8
4
4
 

T
E
L
(
8
3
5
)
0
0
4
8
 

F
A
X
(
8
3
5
)
2
1
3
3
 

-
安
佐
支
所

ぺ
発
明
相
談
会
の
ご
案
内

広
島
会
場
の
日
程
が
増
え
ま
し
た

大
ア
イ
デ
ア
を
考
え
た
け
ど
、
ど
う
す

れ
ば
特
許
に
な
る
の
?

大
商
品
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
を
使
わ
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
。

大
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
保
護
し
た
い
。

大
新
商
品
を
売
り
出
し
た
い
け
ど
、
他

の
人
の
権
利
に
抵
触
し
な
い
か
調
べ

た
い
な
ど
。

知
的
財
産
に
関
す
る
お
困
り
の
こ
と
、
分

か
ら
な
い
こ
と
等
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

弁
理
士
等
専
門
家
が
個
別
に
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

大
受
付
時
間

9
時

1
日
時

(
休
憩
時
間
口
時

1
日
時
)

大
当
日
受
付
順
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

(事
前
予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
)

大

日
程
等
問
合
せ
先

同
発
明
協
会
広
島
県
支
部

大

場

所

中
区
千
田
町

3

m

u

電
話

2
4
1
1
3
9
4
0

※
①
伺
セ
レ
ブ
イ
ン
②
笹
岡
博

③
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

④
安
佐
南
区
川
内
5
|
却
|
必

※
①
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
広
島
川
内
居

②
岡
村
修
③
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

④
安
佐
南
区
川
内

6
1
m
l幻

※
①
ま
も
る
整
骨
院
②
古
谷
守

③
柔
道
整
復

④
安
佐
南
区
八
木

8

日

l

m

※
①
別
所
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
②
小
早
川
斉
子

③
ス

l
バ

l

④
安
佐
南
区
八
木

6
1
3
1
日

※
①
岡
シ
モ
ム
ラ
②
下
村
顕
一
朗

③
建
築
業

④
安
佐
南
区
緑
井

3
1
1

打

※
①
側
テ
イ
ケ
イ
西
日
本

②
小
倉
伸
一
郎
③
警
備
業

④
中
区
東
白
島
町
印

竹

※
②
岩
野
美
智
子
③
不
動
産
貸
付

④
安
佐
南
区
八
木

3
1
日
1
6

※
①
歴
史
城
②
佐
々
木
賢

③
物
品
販
売

④
安
佐
南
区
緑
井

2
1
7
l
m

※
②
海
徳
貢
③
不
動
産
貸
付

④
安
佐
南
区
緑
井
6

|
部
l
u

※
①
側
プ
ラ
ス
・
エ
ス
②
品
川
贋

③
自
動
車
修
理
販
売

④
安
佐
南
区
八
木

2
1
日
|

4

※
①
シ
パ
タ
工
業
側
②
柴
田
悦
也

③
建
設
業

④
安
佐
南
区
緑
井

3
1
1
l
u

※
①
日
新
電
装
側
②
高
井
満

③
自
動
車
電
装
品
販
売
修
理

④
安
佐
南
区
緑
井

5

M

2

※
①
エ
ス
ケ
イ
ア
ク
テ
ィ
ブ

②
川
崎
心

③
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

④
安
佐
南
区
緑
井

7

目

的

ω

3

※
岡
テ
ィ
エ
ム
②
松
山
孝
明

③
土
木
工
事
、
農
産
物
販
売

④
安
佐
北
区
安
佐
町
鈴
張
3
1
2
9

1

※
①
丸
中
石
油
側
②
早
志
照
雄

③
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン

ド

④
安
佐
北
区
あ
さ
ひ
が
丘

1
1
3
1
ロ

※
②
東
方
田
博

己

③

鉄

工

業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地
2
6
4
7
1
1

※
①
側
幻
霜
フ
ァ

ー
ム
②
後
藤
美
和

③
養
豚
業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
小
河
内
5
8
6
1
3

※
①
向
田
オ

ー
ト

②

向

田

勝

幸

③
自
動
車
板
金
業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地
1
8
8
5
1
2

※
①
グ
ロ

ー
バ
ル
コ
ウ
ゲ
側
②
高
下
賢
幸

③
医
療
器
具
、
電
気
事
業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
飯
室

1
6
5
0
1

※
①
タ
ケ
タ
不
動
産
②
武
田
泰
弘

③
宅
地
建
物
取
引
業

④
安
佐
北
区
あ
さ
ひ
が
丘

3
|
幻

3

※
①
沖
板
金
②
沖
芳
夫
③
建
築
板
金

④
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地
免
出

※
②
高
田
幹
男
③
建
築
業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
飯
室

4
5
0
8
1
1

※
①
林
建
設
②
林
申
二

③
建
築
業

④
安
佐
北
区
あ
さ
ひ
が
丘

l

m
l
8

※
閥
、フ
ロ
ッ
ク
ス
②
宇
都
宮
正
弘

③
c

フ
ロ
ッ
ク
タ
イ
ル
工
事

④
安
佐
北
区
安
佐
町
飯
室
6
8
7
3
3

※

①

す

ず

②

石
川
未
菜

③
飲
食
業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
鈴
張
1
8
4
7
1
2

※
①
岡
崎
興
業
側
②
岡
崎
勝
昭

③
安
佐
北
区
安
佐
町
鈴
張

1
1
6
0

※
①
あ
す
な
ろ
自
動
車
整
備
工
場

②
井
東
部
宏
③
自
動
車
整
備

④
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地

1
1
3
4
l
u

※
①
鵜
野
工
務
百
②
鵜
野
卓
司

③
建
築
業

④
安
佐
南
区
緑
井

8
l
m
!日

※
①
岡
松
岡
設
備
工
業
②
松
岡
宏

③
管
工
事
業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地
2
0
6
1
0
2

※
①
岡
安
佐
南
交
通
②
西
山
征
男

③
旅
客
運
送

④
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地

2
6
7

②
水
戸
洋
一
郎

※
①
岡
三
戸
電
機

③
電
気
工
事
業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
く
す
の
き
台
前

9

※
①
伺
ケ

l
エ

ム

②

梶

山
賢

一

③
業
務
用
食
品
卸
小
売

④
安
佐
北
区
安
佐
町
く
す
の
き
台
幻

7

※
①
初
見
脂
②
前
逸
士

③
寿
し
百

④
安
佐
北
区
あ
さ
ひ
が
丘

4

ロ
乱

※
①
岡
高
木
ダ
ク
ト
②
高
木
正

一

③
空
調
管
工
事
業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地
岩
宿
6
6
3
6

※
②
竹
内
康
公
③
左
官
業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
鈴
張
5
0
0
9
1
1

※
①
伺
三
好
産
業
②
三
好
政

一

③
産
業
廃
棄
物

④
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地

1
2
0
0
1日

※
①
ハ
ウ
ジ
ン
グ
プ
ラ
ス
ワ
ン

②
村
上
栄

一

③
建
築
リ
フ
ォ

ー
ム
業

④
安
佐
北
区
あ
さ
ひ
が
丘

9
1
1
1
9

※
①
岡
ビ

l
ラ
イ
フ
パ
ン
ク
ラ

②
西
本
耕
一
③
木
製
家
具
建
百
一量
一
ま
逗
宋

④
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地

2
5
6
1
4

※
①
久
地
タ
ク
シ
ー
岡
②
西
本
隆
司

③
タ
ク
シ

ー
業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
久
地

2
5
0
l
m

※
①
同

2
1

②
吉
永
鈴
子

③
介
護
保
険
事
業
所

④
安
佐
北
区
安
佐
町
飯
室

1
4
7
2

※
①
伺
あ
さ
ひ
が
丘
急
送
②
砂
子
隆
治

③
運
送
業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
飯
室
6
8
7
01
2

※
①
タ
カ
ラ
ブ
ネ
②
上
野
日
外
美

③
洋
菓
子
小
売

④
安
佐
北
区
安
佐
町
飯
室

1
5
9
2

※
①
薫
風
②
谷
日
不
芳

③
お
好
み
焼
き

④
安
佐
南
区
緑
井

8
1
2

お

※
①
安
芸
の
友
②
森
島
義
美
③
食
堂

④
安
佐
北
区
安
佐
町
小
河
内

6
6
1

2

※
①
サ
タ
ケ
理
容
院
②
佐
竹
稔
情

③
理
容
業

④
安
佐
北
区
安
佐
町
く
す
の
き
台
同
部
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第 3号

山
ま
ゆ
作
品
展
開
濯
の
お
知
ら
せ

平成20年 1月31日

江
戸
中
期
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
初

期
ま
で
東
は
東
京
、
西
は
九
州
ま
で
可
部
山

繭
織
を
六
十
名
を
超
え
る
方
が
運
び
、
販
売

し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
百
科
事
典
に

も
ヤ

マ
マ
ユ

は
長
野
、
広
島
の
産
と
あ
り
ま

す。
太
田
川
上
流
域
や
備
北
地
域
の
先
人
達
が
、

可
部
の
町
を
流
通
の
場
と
し
て
築
い
た
守
可

部
地
方
の
文
化
遺
産
』
だ
と
思
い
ま
す
。
平

坦
な
農
地
に
恵
ま
れ
ず
石
積
棚
田
で
食
糧
を

確
保
、
周
辺
山
林
の
ブ
ナ
科
(
ナ
ラ
、
ク
ヌ

ギ
、
カ
シ
等
)
を
刈
草
し
て
堆
肥
、
伐
採
し

て
薪
や
木
炭
へ
、
こ
の
環
境
で
ブ
ナ
科
の
若

葉
を
餌
と
す
る
見
虫
(
天
蚕
・
山
繭
)
と
の

共
存
条
件
が
整
い
山
繭
(
天
蚕
が
成
長
、
変

態
し
て
発
蛾
し
た
空
繭
)
を
採
集
し
、
炊
い

て
紡
い
で
織
っ
た
山
繭
織
は
着
物
時
代
の
最

高
級
品
で
、
可
部
地
方
の
先
祖
が
残
し
与
え

て
く
れ
た
文
化
遺
産
を
学
び
次
代
に
伝
え
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
故
郷
学
習
の
一
環
と
し
て
小
学
校
の

総
合
学
習
へ
の
参
加
や
、
手
紡
機
、
機
織
機

を
設
置
し
て
の
相
談
・
研
究
会
を
繰
り
返
し
、

会
員
も
五
十
名
を
超
え
ま
し
た
。

十
年
一
昔
の
長
き
に
亘
り
お
世
話
に
な
っ

た
商
工
会
館
で
開
催
し
ま
す
第
三
回
山
ま
ゆ

作
品
展
は
ヤ
マ
マ

ユ
の
里
ご
つ
く
り
、
反
省
会

で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
広
島
市
が
建
設
中

の
寺
山
公
園
で
は
、
昨
年
二
月
か
ら
、
ヤ
マ

マ
ユ

の
森
ο

つ
く
り
に
着
手
し
て
『
歴
史
文
化

を
語
り
、
憩
え
る
公
園
』
づ
く
り
を
希
望
し

取
組
ん
で
い
ま
す
。

一一
月
二
十
二
日

i
二
十
四
日
に
開
催
し
ま

す
作
品
展
に
は
小
学
生
、
会
員
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
の
で
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

会
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー

宅診

地
元
企
業
さ
ん
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ

新
商
品
発
売

シ
ト
ロ
ン

今
、
可
部
で
評
判
の
お
居
で
す
。
平
成
十

八
年
に
開
業
し
、
素
材
の
昧
を
活
か
し
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
ケ
l
キ
等
が
大
変
好
評
で
す
。

た
か
ま
つ
や
ま
、
金
亀
ボ
1

ロ
等
地
元
の
歴

史
あ
る
名
前
に
因
ん
だ
お
菓
子
を
作
っ
て
い

ま
す
。

最
近
で
は
、

地
元
酒
造
会
社
の
旭
鳳

さ
ん
の
大
吟
醸
酒
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
『
大

吟
醸
』
『
卜
リ
ュ
フ
』
と
い
う
ケ

l
キ
が
、

さ
ら
に
同
酒
造
会
社
の
梅
酒
と
漬
け
込
ん
だ

梅
肉
を
使
っ
た
梅
酒
ケ
ー
キ
も
新
し
く
季
節

限
定
商
品
と
し
て
発
売
さ
れ
話
題
と
な

っ
て

い
ま
す
。

皆
様
、
贈
答
や
ご
自
宅
で
の
御
茶
請
け
と

し
て
お
試
し
下
さ
い

h
M

「
第
十
三
回
梅
林

.
フ

春
ご
い
祭
開
催
」

C

平
成
二
十
年
三
月
二
日
同

十
時
三
十
分
j
十
五
時

(
雨
天

決
行
)

場

所

八

木

梅

林

公

園

右
の
通
り
、
十
三
回
目
の
梅
林
春
こ

い
祭

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

内
容
は
、
「
梅
の
苗
木
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
ふ

る
ま
い
酒

・
竹
と
ん
ぼ
遊
び

・
神
楽
大
会

・

ホ
タ
ル
の
幼
虫
放
流
・
と
み
く
じ
を
午
前
と

午
後
の
二
回

・
も
ち
ま
き
・
子
供
市
場
」
な

ど
で
地
域
の
各
種
団
体
の
方
々
の
食
べ
物
・

飲
物

・
ゲ
ー
ム
な
ど
の
売
庖
も
あ
り
ま
す
。

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
た
町
の
歴
史
や
文

化
・

人
と
人
と
の
温
か
な
ふ
れ
あ
い
を
、
こ

の
祭
り
を
通
し
て
伝
え
、
私
た
ち
の
古
里
を

す
ば
ら
し
い
も
の
に
し
た
い
と
願
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
農
家
で
採
れ
た
土
か
ら
の
恵
み

を
も

っ
て
、
平
供
市
場
で
販
売
体
験
を
し
ま
す
。

屋
台
で
は
、

素
朴
で
懐
か
し
い
も
の
、
季

節
の
も
の
、
地
元
の
産
品
を
揃
え
、

出
展
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

と
み
く
じ
は
地
元
の

産
品
を
山
積
み
し
、
富
を
当
て
ら
れ
た
方
が

ご
近
所
に
お
す
そ
分
け
で
き
る
よ
う
な
心
温

ま
る
賞
品
を
揃
え
、
近
所

つ
き
あ
い
の
で
き

る
き
っ
か
け
に

i
i
H

な
れ
ば
と
願
い

語
調
凶

を
込
め
、
人
と

l

叫
封
巧1

J

人
と
の
、

笑
顔

dY，

と
心
の
ふ
れ
あ

d

三f
 

い
を
大
切
に
し

¥

て
い
ま
す
。

h
e-

み
な
さ
ま
も

t
，

ぜ
ひ
、

一
度
遊

び
に
お
出
で
く

、

だ
さ
い
。
お
待
λ

ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

あ
さ
力
l
ド
の
ご
案
内
盲
目

地
元
商
庖
の
共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

こ
の
カ

l
ド
は
可
部
町
、
佐
東
町
、
安
佐

町
、
安
古
市
町
そ
し
て
祇
園
町
の
お
盾
で
発

行
、
運
営
し
て
い
る
ポ
イ

ン
ト
カ
l
ド
で
す
o

m円
お
買
い
上
げ
に
対
し

1
ポ
イ

ン
ト
付
く

も
の
で
す
。
制
点
た
ま
り
ま
す
と
捌
円
の
お

買
い
物
が
で
き
ま
す
。
ロ
月
に
年
末
謝
思
セ

ー

ル
と
し
て
、

一
等
加
組
羽
名
の
お
客
様
を
川

棚
温
泉
へ
招
待
、
二
等
刷
円
の
お
買
物
券
が

別
名
様
に
当
る
イ

ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

文
、
子
供
会
の
資

金
源
と
し
て
子
供
応

援
券
な
ど
特
典
の
あ

る
カ

l
ド
で
す
。
皆

様
是
非
ご
利
用
下
さ

あ
さ
カ
l
ド
の
マ

ー

ク
が
目
印
で
す。

商
工
会
夢
プ
ラ
ザ
の
ご
案
内

広
島
県
内
の
商
工
会
地
域
の
バ

ラ
エ

テ
ィ

ー

に
富
ん
だ
特
産
品
を
販
売
し
て
い
る
ア

ン
テ

ナ
シ
ヨ

y
プ
で
す。

・
安
心
し
て
買
え
る
商
品
を
提
供
し
ま
す

0

.
一
ヶ
所
で
県
内
の
特
産
品
が
買
え
ま
す

0

.
生
産
者
の
声
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
ま
す

0

.
県
内
の
地
域
の
情
報
収
集
が
で
き
ま
す
。

中
区
本
通
に
お
庖
が
あ
り
ま
す
。
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
。

教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

合
格
発
表
後
の
申
込
で
は
融
資
金
の
納
付

日
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
志
望
校
が
決
ま
り
次
第
お
申
込
下
さ
い
0

0
融
資
先

国
民
生
活
金
融
公
庫

。

融

資
限
度

額

二

O
O万
円

。

返

済

期

間

一

O
年
(
据
置
含
む
)

〈
申
込
先
〉

国
民
生
活
金
融
公
庫

教
育
ロ

1
ン
係

住
所

中
区
国
泰
寺
町
二
1

一一
一

二

O

電
話

(
2
4
4
)
2
2
3
7

商
工
会
員
特
典
の
融
資
制
度
の
ご
案
内

-
保
証
人
が
要
り
ま
せ
ん
。

・
担
保
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

州閤
凶
閤
間
同
国

。

融

資
先

国

民

生
活
金
融
公
庫

。

貸

付
限
度

額

五

五

O
万
円

(
一
定
の
条
件
が
整
え
ば

一
0
0
0万
円
)

。

返

済
期
間

五
年
(
設
備
資
金
は
七
年
)

問
問
川閤
閤
国

。

融

資
先

各

金
融
機
関

。

貸

付

額

五

O
O万
円

。

返

済
期

間

五

年

こ
の
二
つ
の
制
度
を
使
え
ば
大
変
便
利
で

す
。
ご
活
用
下
さ
い。

お
問
合
せ
は
商
工
会
ま
た
は
最
寄
の
金
融

機
関
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

専
門
家
巴
よ
る
窓
口
相
談

広
島
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

広
島
市
内
の
中
小
企
業
や
起
業
家
の
方
が

抱
え
る
経
営
上
の
課
題
や
法
律
問
題
の
解
決

を
支
援
す
る
た
め
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や

弁
護
士
、
振
興
セ

ン
タ
ー
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

等
が
相
談
に
応
じ
、
助
言
を
行
い
ま
す

0

・
専
門
家
に
よ
る
経
営
相
談

原
則
、
毎
週
火
・

金
曜
日
の
叩
時

1
日
時

経
営
の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す

0

・
弁
護
士
に
よ
る
相
談

原
則
、
第
2
木
曜
日
の
日
時

i
口
時

弁
護
士
が
経
宮
の
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す

・
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
創
業
資
金
相
談

原
則
、
第
4
木
曜
日
の
日
時

i
口
時

金
融
公
庫
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず

一
週
間
前
に
予
約
し
て
下
さ
い

相
談
時
間
は
印
分
で
す
。

〈問
合
せ
先
〉

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
係

T
E
L
2
7
8
1
1
8
0
3
2
 


